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86年ぶりの奉曳によって再建された第一鳥居
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二
上
山
の
賦
（『
万
葉
集
』巻
十
七　

三
九
八
五
番
歌
）

射
水
河　

い
行
き
め
ぐ
れ
る

　

玉
く
し
げ　

二
上
山
は

春
花
の　

咲
け
る
盛
り
に

　

秋
の
葉
の　

に
ほ
へ
る
時
に

出
で
立
ち
て　

ふ
り
さ
け
見
れ
ば

　

神
か
ら
や　

そ
こ
ば
貴
き

山
か
ら
や　

見
が
欲
し
か
ら
む

　

す
め
神
の　

裾
廻
の
山
の

渋
谿
の　

崎
の
荒
磯
に

　

朝
な
ぎ
に　

寄
す
る
白
波

夕
な
ぎ
に　

満
ち
来
る
潮
の

　

い
や
増
し
に　

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

い
に
し
へ
ゆ　

今
の
を
つ
つ
に

　

か
く
し
こ
そ　

見
る
人
ご
と
に

か
け
て
し
の
は
め

大
伴
家
持

　

悠
久
の
昔
、こ
の
地
に
人
々
が
住
み
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、二
上
山
と
射
水
川
（
現
在
の
小
矢
部
川
）

の
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
、日
々
二
上
山
を
仰
ぎ
、農
耕
に

励
ん
で
き
た
古
代
の
人
々
は
、自
然
の
有
り
難
さ
と
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
取
り
、次
第
に
信
仰
を
抱
い
て
、二
上

山
に
鎮
ま
る
二
上
神
を
崇
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
上
神
が
祀
ら
れ
た
の
は
、千
数
百
年
以
上
前
、或

射
水
神
社
宮
司
　
　
松
本
正
昭

御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
御
遷
座
百
四
十
年
を
前
に

は
神
代
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、天
武
天
皇
三
年

正
月
、対
馬
の
国
司
が
初
め
て
銀
を
貢
上
の
時
、こ
れ

は
目
出
度
い
こ
と
と
、悉
く
諸
の
神
祇
に
幣
帛
を
奉
ら

れ
た
と
の
『
日
本
紀
』の
史
実
か
ら
千
三
百
四
十
年
の

歴
史
を
辿
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

世
の
移
ろ
い
の
中
に
、日
本
の
国
家
体
制
が
整
い
、

そ
の
統
制
の
下
に
、都
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
地
方
の
崇
敬

を
集
め
、さ
ら
に
国
家
的
な
尊
崇
の
対
象
と
も
な
り
、

朝
廷
よ
り
神
階
が
奉
授
さ
れ
、や
が
て
、延
喜
式
内
社

と
し
て
越
中
最
高
位
の
名
神
大
社
と
な
り
、隆
昌
を
極

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、律
令
体
制
の
弛
緩
に
伴
い
、射
水
神
社
は

時
に
滔
々
た
る
神
仏
習
合
の
風
を
受
け
、二
上
大
権
現

と
称
し
、養
老
寺
が
所
管
す
る
社
僧
と
共
に
祭
典
を
執

り
行
い
、む
し
ろ
社
僧
の
支
配
の
下
に
甘
ん
じ
た
よ
う

で
あ
り
ま
し
た
。

　

戦
国
武
将
争
覇
の
時
代
に
入
る
と
、川
を
東
に
し
た

丘
陵
二
上
山
が
要
害
の
砦
と
し
て
争
奪
の
目
標
に
な

り
、社
人
・
社
僧
も
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
、兵
火
を
蒙
る

こ
と
三
度
に
及
び
、頽
勢
年
と
共
に
、奈
良
の
御
代
よ

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
報
謝
米
制
度
も
途
絶
え
て
貧

窮
極
ま
り
な
く
、民
衆
の
崇
敬
よ
り
離
れ
る
に
至
り
ま

し
た
。

　

や
が
て
、前
田
利
家
公
が
領
し
、北
陸
の
雄
藩
と
し

て
立
つ
に
及
び
、民
心
収
欖
の
施
策
か
ら
社
領
寄
進
・

初
穂
米
取
纏
め
等
、社
寺
の
保
護
を
図
り
、次
い
で
利

長
公
が
高
岡
に
居
城
を
構
え
る
や
、報
謝
米
制
度
を
復

活
し
、越
中
全
土
よ
り
戸
別
一
升
宛
て
の
取
集
め
を
布

告
し
、こ
れ
は
明
治
三
年
ま
で
続
き
、民
心
の
射
水
神

社
へ
の
信
仰
が
甦
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

明
治
四
年
、神
武
建
国
の
古
に
復
す
明
治
維
新
の

基
本
政
策
の
も
と
、国
幣
中
社
に
列
し
、神
仏
分
離
の

規
制
に
従
い
、鎮
座
地
が
神
仏
混
淆
の
名
残
の
強
い
事

や
、諸
条
件
を
鑑
み
て
、明
治
八
年
、高
岡
の
古
城
本
丸

跡
を
格
好
の
神
苑
適
地
と
し
て
遷
座
さ
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

遷
座
後
の
七
十
年
間
は
県
内
一
円
か
ら
な
る
崇
敬

者
の
奉
賽
の
他
、国
費
の
支
弁
で
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、終
戦
後
、国
家
管
理
か
ら
離
れ
、国
費
も
断

た
れ
、氏
子
を
持
た
な
い
神
社
と
し
て
神
社
護
持
に
事

欠
く
有
様
で
し
た
。こ
の
状
を
憂
え
、有
志
の
方
々
に

よ
り
奉
賛
会
が
組
織
さ
れ
、朝
夕
の
奉
仕
に
事
欠
く
事

無
く
、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

悠
久
千
三
百
四
十
年
の
歴
史
・
遷
座
百
四
十
年
を
顧

み
る
時
、人
の
世
は
栄
枯
盛
衰
、浮
沈
は
常
の
習
い
な

が
ら
、神
威
は
無
窮
に
替
わ
る
事
無
く
、普
く
照
ら
し
、

い
や
ち
こ
な
神
徳
を
敬
慕
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
式
年
大
祭
を
迎
え
る
に
当
た
り
、崇
敬
者

各
位
の
赤
誠
溢
れ
る
篤
志
に
よ
っ
て
本
殿
屋
根
修
繕
・

手
水
舎
移
設
新
築
・
境
内
整
備
等
の
記
念
事
業
を
、八

月
五
日
を
も
っ
て
完
遂
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。



3 　射 水

平
成
二
十
七
年
度 

崇
敬
奉
賛
会
総
会

　

八
月
九
日
、

恒
例
の
射
水
神

社
崇
敬
奉
賛
会

総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立

ち
、
こ
の
た
び

境
内
手
水
舎
よ

り
移
設
さ
れ
た

手
水
鉢
（
明
治
八
年
・
木
舟
町
献
納
）
が
、
新

た
に
翼
廊
を
増
設
し
た
手
水
処
と
し
て
披
露
の

後
、
初
め
て
使
用
さ
れ
、
正
式
参
拝
で
は
、
橘

総
裁
と
穴
田
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
玉
串
を
奉
り
拝

礼
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
昨
秋
、
新
装
と
な
っ
た
饗
膳
殿
で
開

か
れ
、
先
ず
、
綿
貫
名
誉
会
長
・
物
故
会
員
へ

の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
き
、
国
歌
斉
唱
、
宮
司
が
鳥

居
奉
曳
祭
や
式
年
大
祭
記
念
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
交
え
て
挨
拶
。
橘
総
裁
、
穴
田
会
長
よ
り

は
常
日
頃
よ
り
の
射
水
神
社
へ
の
崇
敬
と
、
進

む
境
内
整
備
や
式
年
大
祭
へ
の
奉
賛
に
対
し
て

の
感
謝
の
言
葉
を
交
え
て
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。

　

議
事
で
は
、
新
顧
問
就
任
・
入
会
会
員
紹
介
、

平
成
二
十
六
年

度
の
活
動
報
告
、

及
び
収
支
決
算

報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
七
年

度
の
活
動
計
画

（
案
）
が
示
さ

れ
、
式
年
大
祭

記
念
事
業
に
つ
い
て
荻
布
実
行
委
員
長
よ
り
こ

れ
ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
記
録
画
像
を
放

映
、
事
務
局
が
大
祭
日
程
概
要
を
説
明
し
、
予

算
案
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
崇
敬
奉
賛
会
よ
り
の
式
年
大
祭
奉

賛
金
の
目
録
が

会
長
よ
り
宮
司

に
贈
呈
さ
れ
、

九
月
の
斎
行
へ

向
け
た
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て

の
基
調
講
演
は

「
国
史
跡　

高

岡
城
跡
の
魅
力

顧
問
御
委
嘱
　
山
口
　
正
志

新
　
会
　
員

◇
個
人
会
員
　
石
灰
　
昭
光

　
　
　
　
　
　
野
村
　
利
実

　
　
　
　
　
　
牧
　
　
芳
枝

◇
法
人
会
員

　
株
式
会
社 

竹
内
乾
物

　
富
山
テ
レ
ビ
放
送 

株
式
会
社

　
株
式
会
社 

日
東

　
日
本
海
ツ
ー
リ
ス
ト 

株
式
会
社

　
一
般
財
団
法
人 

北
陸
予
防
医
学
協
会

　
平
和
交
通 

株
式
会
社

　
株
式
会
社 

山
本
建
成
工
業

（
敬
称
略
）

目録の贈呈

総裁挨拶

講演される田上和彦先生

新
　
入
　
会
　
員

に
つ
い
て
―
築
城
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

―
」
と
題
し
、
高
岡
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文

化
財
課　

田
上
和
彦
主
事
よ
り
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
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伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
よ
り
撤
下
い
た
だ
い

た
外
宮
板
垣
北
御
門
御
用
材
は
、
昨
年
、
十
一

月
十
一
日
、
神
都
伊
勢
よ
り
越
中
の
国
へ
と
到

着
し
、
射
水
神
社
御
用
達
で
あ
る
小
矢
部
市
の

森
田
建
設
株
式
会
社
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
正
月
、
毎
年
、
十
六
万
人
に

及
ぶ
初
詣
で
賑
わ
う
参
道
脇
に
造
営
中
の
新
手

水
舎
の
基
礎
部
分
に
御
用
材
の
笠
木
部
を
奉
安
、

菊
花
御
紋
幕
で
装
飾
し
た
幄
舎
、
由
緒
看
板
も

新
た
に
設
置
し
、
四
月
五
日
の
奉
曳
行
事
を
啓

発
し
ま
し
た
。
新
聞
に
も
「
合
格
へ
の
鳥
居
」

と
の
見
出
し
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

記
事
に
は
〝
鳥
居
の
「
笠
木
」
の
部
分
が
五
角

柱
で
「
合
格
」
と
の
語
呂
合
わ
せ
や
、
桜
が
咲

く
四
月
五
日
に
拝
殿
前
に
建
て
ら
れ
る
た
め「
合

格
へ
の
門
」
に
な
る
と
口
コ
ミ
で
広
が
っ
た
よ

う
。〟
と
書
か
れ
、
初
詣
期
間
中
、
受
験
生
と
な

る
中
高
校
生
や
就
職
試
験
に
臨
む
大
学
生
の
間

で
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
十
二
日
、「
鳥
居
地
鎮
祭
」
斎
行
。
儀
式

で
使
用
さ
れ
る
「
盛
り
砂
」
は
越
中
国
内
と
し

て
氷
見
市
小
境
海
岸
か
ら
献
納
の
清
砂
で
奉
製

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
伊
勢
市
の
宮
川
上
流
で
神

領
民
に
よ
り
採
取
さ
れ
、
神
宮
で
は
殿
舎
の
周

囲
に
敷
か
れ
る
「
お
白
石
」
と
金
属
製
の
「
鎮

物
」、
さ
ら
に
、
衣
食
住
全
て
の
産
業
の
神
様
で

あ
る
豊
受
大
神
宮
よ
り
拝
受
し
た
鳥
居
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
紅
白
の
水
引
で
結
わ
え
ら
れ
た
農

業
・
工
業
・
水
産
業
と
林
業
に
通
じ
る
伸
び
ゆ

く
双
葉
が
表
さ
れ
、
展
望
、
見
通
し
が
明
る
い

と
の
こ
と
か
ら
有
孔
黄
銅
製
の
「
福
銭
」
も
そ

れ
ぞ
れ
埋
納
さ
れ
、
鳥
居
の
堅
固
な
る
こ
と
が

祈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
同
二
十
一
日
、「
木
造
鉋
始
祭
」

と
し
て
、
撤
下
御
用
材
の
再
生
に
向
け
た
神
事

が
行
わ
れ
、
宮
大
工
が
古
式
の
装
束
を
著
装
し
、

五角形の鳥居の断面

特別展示された鳥居の笠木

鎮物

福銭 街中を奉曳される鳥居の笠木

北日本新聞
（平成27年2月13日掲載）

鳥
居
奉
曳
祭
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古
代
か
ら
中
世
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た

遣
鉋
が
儀
式
と
し
て
特
別
に
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
奉
製
に
あ
た
っ
て
は
、
巨
大

な
檜
製
の
柱
の
た
め
、
曲
線
に
合
わ
せ
た

台
鉋
を
新
調
し
、
数
度
の
鉋
掛
け
を
行
っ

て
木
肌
が
整
え
ら
れ
、
檜
の
木
の
香
も

復
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
勢
の
地
と

は
異
な
り
、
越
中
の
地
は
積
雪
が
多
い

こ
と
か
ら
も
新
た
に
貫
部
に
も
銅
板
が

葺
か
れ
、
耐
久
性
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
岡
市
消
防
団
定
塚
分
団
と

当
社
で
も
鳥
居
奉
曳
に
合
わ
せ
て
法
被

を
そ
れ
ぞ
れ
新
調
。
あ
け
ぼ
の
敬
神
講

か
ら
は
恒
例
に
よ
り
参
集
殿
大
玄
関
に

装
い
を
調
え
て
紫
木
綿
地
菊
花
御
紋
幕

が
、
拝
殿
に
は
敬
神
家
六
氏
に
よ
り
新

た
に
白
縮
緬
地
菊
花
御
紋
大
幕
が
献
納

さ
れ
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
尚
、
御
幕
の
奉
製
に

際
し
て
は
、
内
務
省
神
社
局
技
師
と
し

て
射
水
神
社
の
本
殿
以
下
の
諸
殿
舎
を

設
計
し
た
伊
東
忠
太
氏
と
の
所
縁
か
ら
、

古
記
録
と
明
治
神
宮
や
靖
國
神
社
の
社

頭
が
参
考
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
四
日
夕
刻
、
高
岡
市
地
方
卸
売
市

場
で
は
鳥
居
の
笠
木
が
奉
安
さ
れ
、
奉
曳

祭
で
献
納
さ
れ
る
高
岡
市
農
業
協
同
組
合
よ
り

の
米
俵
三
俵
、
株
式
会
社
高
岡
水
産
物
市
場
よ

り
の
鯛
と
鰤
各
一
対
、
丸
果
株
式
会
社
高
岡
青

果
市
場
か
ら
山
野
の
野
菜
、
ま
た
御
神
酒
や
昆

布
な
ど
の
特
産
物
が
、
役
員
、
市
場
関
係
者
や

髙
尾
宗
清
大
木
白
山
社
宮
司
参
列
の
も
と
、
伊

勢
の
神
宮
と
射
水
神
社
を
遙
拝
し
、
清
祓
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
五
日
、
早
朝
よ
り
お
清
め
と
な
る
小
雨
が

降
る
中
、
菊
花
御
紋
幕
や
高
張
提
灯
、
小
型
の

神
明
鳥
居
で
装
飾
さ
れ
た
奉
曳
車
は
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
せ
ら
れ
て
卸
売
市
場
を
出
発
。
三
月
に
開

通
し
た
北
陸
新
幹
線
新
高
岡
駅
頭
で
は
駅
長
、

あ
い
の
風
鉄
道
高
岡
駅
で
も
敬
礼
作
法
に
よ
る

奉
送
迎
の
も
と
、
奉
曳
出
発
地
で
あ
る
高
岡
駅

前
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
た
び
の
奉
曳
は
昭
和
四
年
の
大

嘗
宮
御
下
賜
鳥
居
時
の
前
例
に
倣
い
、
実
に

八
十
六
年
ぶ
り
と
な
る
も
の
で
、
県
内
一
円
よ

り
奉
曳
奉
仕
者
と
し
て
五
百
名
が
募
ら
れ
、
清

浄
を
表
わ
す
特
製
「
千
早
（
襷
）」
と
「
参
加
の

証
（
木
札
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
交
通
規
制
申
請
や
各
町
会
、
諸
団
体
へ
の

広
報
に
つ
い
て
は
高
岡
町
衆
サ
ロ
ン
と
し
て
街

づ
く
り
に
取
り
組
む
末
広
開
発
株
式
会
社
の
御

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

木造鉋始祭－遣鉋の儀

特産物が積まれた奉曳車 高岡市地方卸売市場での祭典

法被の新調を伝える新聞記事（富山新聞 平成27年4月4日掲載）
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奉
曳
車
に
は
鳥
居
の
笠
木
と
と
も
に
特
産
物

が
載
せ
ら
れ
、
出
発
式
で
は
修
祓
の
後
、
松
本

宮
司
、
橘
総
裁
、
ま
た
高
岡
市
長
代
理
と
し
て

林
副
市
長
よ
り
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

大
通
り
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
万
葉
線

も
臨
時
停
車
し
、
詰
め
か
け
た
人
々
が
見
守
る

中
、
富
山
県
若
鳶
会
に
よ
る
纏
と
梯
子
登
り
の

披
露
の
後
、
木
遣
り
が
先
導
し
、
高
張

提
灯
、
横
断
幕
、
国
旗
、
菊
花
御
紋
旗
、

社
名
旗
、
日
月
像
旙
、
金
鵄
八
咫
烏
錦

旙
、
大
真
榊
台
な
ど
の
威
儀
物
を
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
高
岡
地
区
協
議
会
、
高
岡

青
年
会
議
所
、
い
み
づ
協
賛
会
各
会

員
が
捧
持
警
衛
し
、
大
麻
所
役
、
宮
司
、

裃
法
被
姿
の
役
員
が
前
行
し
ま
し
た
。

　

奉
曳
車
は
奉
仕
者
の
「
エ
ン
ヤ
ー
、

エ
ン
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
、

曳
綱
を
手
に
末
広
通
り
を
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、

大
御
幣
を
捧
持
し
た
宮
大
工
や
、
高
岡
市
消
防

団
定
塚
分
団
が
警
衛
、
沿
道
所
縁
の
髙
尾
大
木

白
山
社
宮
司
、
原
大
杉
神
社
宮
司
も
供
奉
し
ま

し
た
。

　

御
列
は
進
み
、
店
頭
を
国
旗
で
装
飾
し
、
商

店
主
ら
が
国
旗
小
旗
で
お
出
迎
え
頂
い
た
御
旅

屋
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
で
は
ま
た
雨
が
ひ
と
し

き
り
本
降
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
進
み

行
き
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を
抜
け
る
こ
ろ
に
は
ま
た

晴
れ
上
が
る
と
い
う
御
神
威
に
参
加
者
も
皆
々

感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。
沿
道
の
奉
拝
者
や
自
社

の
法
被
や
越
中
福
岡
特
産
の
菅
笠
姿
の
奉
仕
者

も
列
な
り
、
大
仏
前
を
通
過
、
駐
春
橋
よ
り
は 笠木の設置を見守る奉拝者

富山県若鳶会による梯子登り

くぐり初め

鳥居奉曳再建奉告と特産物奉納
白布綱には奉仕者が列なり、境内に響き渡
る木遣りの中、奉揚される笠木
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列
次
を
整
え
て
一
気
に
境
内
へ
と
参
入
し
ま
し

た
。

　

桜
花
爛
漫
の
参
道
を
進
み
、
参
集
殿
前
で
は

高
岡
の
街
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
有
志
に
よ

る
振
る
舞
い
餅
搗
き
が
あ
り
、
境
内
で
は
あ
ら

た
め
て
梯
子
登
り
の
妙
技
が
披
露
さ
れ
、
最
上

部
か
ら
の
「
奉
祝　

賜
伊
勢
神
宮
鳥
居
奉
曳
祭
」

垂
れ
幕
に
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
笠
木
の
両
端
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

白
布
綱
に
奉
仕
者
が
列
な
り
、
境
内
に
響
き
渡

る
木
遣
り
の
中
、
ゆ
っ
く
り
と
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
ら
れ
、
取
り
付
け
が
完
了
す
る
と
、
参

拝
者
か
ら
は
自
然
に
大
き
な
拍
手
の
波
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　

利
根
川
富
山
県
若
鳶
会
会
長
に
よ
る
粋
な
手

締
め
の
後
、
穴
田
会
長
、
高
橋
高
岡
市
長
よ
り

御
挨
拶
を
頂
き
、
修
祓
、
く
ぐ
り
初
め
と
し
て

宮
司
以
下
神
職
、
神
社
役
員
、
奉
曳
参
加
者
と

続
き
ま
し
た
。
社
殿
で
は
鳥
居
奉
曳
再
建
奉
告

と
越
中
国
特
産
物
奉
納
の
祝
詞
を
奏
上
、
神
楽

鈴
と
金
銀
扇
を
手
に
し
た
巫
女
に
よ
る
末
広
の

舞
、
玉
串
拝
礼
と
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
鳥
居
建
立
後
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
初
宮

詣
の
後
、お
食
い
初
め
で
使
用
す
る「
歯
固
め
石
」

を
産
土
神
社
か
ら
拝
借
す
る
古
例
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
に
当
社
が
越
中
総
鎮
守
と
の
由
縁
に

大嘗宮御下賜鳥居

北日本新聞富山新聞北陸中日新聞

86年ぶりに行われた富山県民参加による奉曳行事を大々的に伝える各紙記事（平成27年4月6日掲載）

よ
り
県
内
の
崇
敬
者
が
宮
崎
海
岸
と
射
水
川（
小

矢
部
川
）・
庄
川
流
域
よ
り
集
め
ら
れ
た
小
石
二

樽
も
献
納
さ
れ
、
鳥
居
の
基
礎
部
分
周
囲
を
御

影
石
で
囲
ん
で
整
備
し
、
小
石
が
新
た
に
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
た
び
の
奉
曳
行
事
は
昭
和
四
年
の

詳
細
な
る
記
録
「
御
下
賜
鳥
居
ニ
関
ス
ル
一
件

書
類
」
簿
冊
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
広

く
県
民
参
加
に
よ
る
神
事
と
し
て
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
、
ま
た
昭
和
天
皇
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭

に
あ
た
っ
て
下
附
さ
れ
た
第
一
鳥
居
の
復
元
と

も
な
る
も
の
で
、
社
頭
に
往
時
の
姿
が
蘇
え
っ

た
こ
と
を
特
筆
致
し
ま
す
。

宮内省よりの御下賜送文
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高
岡
古
城
公
園
、朱
色
の
鮮
や
か
な
駐

春
橋
近
く
の
小
高
い
丘
が
椿
山
で
す
。

　

昭
和
八
年
、
こ
こ
に
招
魂
碑
が
建

立
さ
れ
、
同
十
年
十
二
月
に
高
岡
市

招
魂
社
が
竣
功
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
の
高
岡
産

業
博
覧
会
の
際
な
ど
、
射
水
神
社
境
内

に
志
貴
野
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
二
十
七
年
に
高

岡
市
護
国
神
社
と
改
称
、
同
三
十
七
年

に
は
再
び
椿
山
に
社
殿
が
造
営
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
越
大
祓
が
執
り
行
な
わ
れ
た
六

月
三
十
日
、
戸
出
地
区
遺
族
会
の

二
十
四
名
の
皆
様
が
高
岡
市
護
国
神

社
に
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

祖
国
を
護
る
た
め
に
戦
地
へ
と
赴

か
れ
、
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
英

霊
に
よ
っ
て
、
今
日
の
〝 

平
和 

〟
が

築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

の
「
参
拝
者
芳
名
録
」
に
は
、
多

く
の
陸
海
軍
関
係
者
の
名
前
が
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
銑
十
郎
は
、
第
33
代
の
内
閣

総
理
大
臣

で
、
護
国

神
社
の
社

号
標
も
揮

毫
さ
れ
ま

し
た
。

古
城
・
椿
山
に
鎮
ま
る

高
岡
市
護
国
神
社

恒
久
平
和
へ
の
祈
り

特
集 

大
東
亜
戦
争
終
結
七
十
年

高
岡 

戸
出
地
区

遺
族
会
の
ご
参
拝

　

高
岡
市
護
国
神
社
の
春
秋
の
例
大

祭
は
、
富
山
県
神
社
庁
高
岡
・
新
湊

支
部
神
職
も
祭
員
と
し
て
奉
仕
し
、

厳
修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

四
月
十
五
日
に
は
、
献
幣
使
・
慰

霊
会
会
長
は
じ
め
、
ご
遺
族
の
皆
様

方
の
参
列
を
賜
わ
り
、
春
の
例
大
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

秋
の
例
大
祭
は
、
十
月
八
日
に
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
戦
七
十
年
に
あ
た
り
、
英
霊
へ

の
感
謝
と
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、

ご
家
族
で
お
参
り
下
さ
い
。

祭
事
暦 

（
上
半
期
）

１
月
１
日  

歳
旦
祭 

初
詣

１
月
14
日  

左
義
長

（
射
水
の
火
祭
り
）　
　

２
月
３
日  
節
分
祭

２
月
11
日  

紀
元
祭

２
月
17
日  

祈
年
祭

３
月
21
日

　
春
季
皇
霊
祭

４
月
15
日  

高
岡
市
護
国
神
社

　
　
　
　 

春
季
例
大
祭

４
月
18
日  

日
吉
社
春
祭

４
月
23
日  

春
季
例
祭

４
月
26
日  

院
内
社
春
祭

４
月
29
日  

昭
和
祭

５
月
13
日  

悪
王
子
社
春
祭

６
月
27
日  

鎮
火
祭

６
月
30
日  

夏
越
大
祓

　
　
　
　 

人
形
感
謝
清
祓
式

７
月
１
日  

職
場
安
全
祈
願
祭

７
月
10
日  

悪
王
子
社
秋
祭

７
月
24
日
〜
26
日

　
　
　
　 

奉
納
書
道
展

８
月
７
日
　
七
夕
短
冊
焼
納
祭

８
月
９
日  

崇
敬
奉
賛
会
総
会

毎
月
１
日
朔
日
祭
・
23
日
月
次
祭

春季例大祭を奉仕して

戸出地区遺族会の皆様
「射水神社参拝者芳名録」

射水神社境内に鎮まる高岡市護国神社

春
秋
の
例
大
祭
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描
き
下
ろ
し
の
大
判
Ｃ
Ｇ
鳥
瞰

図
な
ど
、見
応
え
満
載

ご

奉

納

・
白
縮
緬
地
菊
花
御
紋
大
幕
　

　
　
一
張

　
　
向
山
　
耕
司
　
　
石
黒
　
輝
義

　
　
藤
川
　
勝
喜
　
　
嶋
　
　
安
生

　
　
北
村
　
麗
子
　
　
向
山
　
和
子

・
紫
木
綿
地
菊
花
御
紋
式
台
幕
　
　

一
張

　
　
あ
け
ぼ
の
敬
神
講

・
菅
一
文
字
笠（
越
中
福
岡
産
）
二
十
枚

　
　
匿
　
名

・
菊
花
御
紋
提
灯

　
　
北
陸
防
水
㈱
　
　
　
　
　
一
対

　
　
松
井
　
信
之
　
　
　
　
　
一
対

　
　
井
上
機
材
㈱
　
　
　
　
　
一
張

　
　
黒
谷
美
術
　
　
　
　
　
　
一
張

　
　
野
村
　
利
実
　
　
　
　
　
一
張

　
　
藤
田
　
治
彦

　
　
　
　
　
敬
子
　
　
　
　
　
一
張

　
　
谷
口
　
拓
哉

　
　
　
　
み
づ
き
　
　
　
　
　
一
張

（
敬
称
略
）

『
週
刊 

日
本
の
神
社
』

射
水
神
社
特
集
号
が
発
行

（
※
本
誌
は
神
社
で
も
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。）

　

デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
・

ジ
ャ
パ
ン
よ
り
発
行
の
『
週

刊 

日
本
の
神
社
』
第
80
号

（
平
成
27
年
８
月
11
日
発
売
）

で
、
当
神
社
が
特
集
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
の
見

応
え
の
あ
る
誌
面
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
の
内
容
も
大

変
充
実
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
当
社
の
一
面
や
逸

話
に
も
触
れ
、
珠
玉
の
一
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。
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神
前
結
婚
式

平
成
二
十
七
年

睦
　
月
　
一
月
挙
式

橋　

口　

和　

典
・　

綾

村　

上　
　
　

彰
・
真　

樹

中　

尾　

真　

夢
・
智　

子

弥
　
生
　
三
月
挙
式

門　

口　

昌　

弘
・
知
恵
子

瀧　
　
　

秀　

介
・
美
由
貴

屋　

敷　

宜　

紀
・
千　

明

堀　

川　

秀　

幸
・
美　

幸

石　

崎　
　
　

聖
・
美
知
子

竹　

島　

伸　

吉
・
朋　

子

堀　

田　

尚　

之
・
早　

英

北　

嶋　

貴　

之
・
千　

春

相　

見　

隆　

昇
・
結　

香

吉　

澤　

義　

彰
・
勝　

美

前　

田　

知　

也
・
裕　

美

三　

部　

裕　

一
・
綾　

花

岩　

坪　

佑　

亮
・
糸　

保

卯
　
月
　
四
月
挙
式

仲　

表　

俊　

久
・
今
日
子

髙　

木　

亮　

輔
・
そ　

の

北　

野　

吉　

敬
・
る
り
こ

石　

塚　

和　

洋
・
春　

香

山　

本　

満　

彦
・
博　

美

笠　

島　
　
　

崇
・
幸　

恵

佐
賀
野　

貴　

也
・
ま　

み

澤　

田　

祐　

介
・
美　

夏

横　

川　

雅　

一
・
友　

恵

大　

井　
　
　

僚
・
友
紀
子

藤　

川　

光　

利
・
こ
ず
え

樋　

口　

祐　

輔
・
郁　

子

五
十
井　

靖　

明
・
由
香
利

端　
　
　

俊　

治
・
杏　

奈

イ
サ
ヴ
ニ
ン・ボ
リ
ス
・
真
奈
美

青　

木　

卓　

也
・
浩　

美

皐
　
月
　
五
月
挙
式

矢　

地　

亮　

裕
・
美　

幸

川　

津　

良　

尚
・
理
恵
子

髙　

嶋　

康　

人
・
由
香
里

蟹　

谷　

浩　

志
・
匠　

子

杉　

野　

雄　

一
・
智　

美

山　

本　

一　

貴
・
由
利
絵

金　

刺　

順　

稚
・　

恵

藤　

原　

拓　

也
・
友　

江

小　

倉　

幸　

久
・
麻　

琴

宮　

田　

幸　

作
・
真　

理

山　

本　

洋　

一
・
美
香
子

石　

山　

和　

男
・
亜　

紀

岡　

崎　

知　

康
・
未
沙
紀

高　

田　
　
　

圭
・
咲　

耶

佐
々
木　
　
　

宏
・
広　

子

水
無
月
　
六
月
挙
式

岩　

城　

勇　

佑
・
麻　

希

屋　

鋪　

圭　

佑
・
美　

玲

北　

野　

寿　

郎
・
雅　

子

中　

井　

兵　

馬
・
美　

聡

市　

田　
　
　

誠
・
和　

恵

中　

田　

将　

士
・
ち
は
る

萩　

原　

康　

忠
・
昭　

枝

新　

井　

規　

朗
・　

睦

清　

水　

智　

之
・
愛　

弓

米　

島　
　
　

悟
・
恵　

子

西　

守　

比
呂
志
・
澄　

子

七
五
三宮ま

い
り
の
ご
案
内

　

七
五
三
は
、
三
歳
の
男
女
（
髪か
み

置お
き

）、
五
歳
の
男
児
（
袴は
か
ま
ぎ着
）、

七
歳
の
女
児
（
帯お
び

解と
き

）
の
お
祝
い
で
、
大
人
に
近
づ
い
て
い
く

こ
と
を
神
様
に
ご
奉
告
、
感
謝
し
、
成
長
を
祈
る
行
事
で
す
。

　

お
子
さ
ま
の
今
日
ま
で
の
無
事
な
成
長
に
感
謝
し
、
今
後
の

幸
せ
と
成
長
を
お
祈
り
す
る
大
切
な
日
は
、
射
水
神
社
に
お
参

り
く
だ
さ
い
。

　
〝
う
つ
く
し
の
杜
〟
で
、
一
生
残
る
感
動
の
一
日
を
。

※
数
え
年
と
は
生
ま
れ
た
年
を「
一
歳
」

と
数
え
、
お
正
月
を
迎
え
る
た
び
に

日
本
人
の
す
べ
て
が
神
々
か
ら
新
し

い
生
命
を
頂
き
、
一
つ
ず
つ
年
齢
を

重
ね
る
数
え
方
で
す
。

※
そ
の
他
、
衣
装
・
着
付
・
写
真
な
ど
、

便
利
な
セ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
は
社
務
所
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成27年　七五三年表
※数え年齢・満年齢どちらでもお受けできます。

数え年齢 満 年 齢 性　　別
7　歳 平成21年生 平成20年生 女の子

5　歳 平成23年生 平成22年生 男の子

3　歳 平成25年生 平成24年生 男の子 女の子
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編
集
後
記

発
　
行
　
射
水
神
社

発
行
日
　
平
成
二
十
七
年
八
月

発
行
所
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L
　（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X
　（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所
　
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

㉒
式し
き

年ね
ん

大た
い

祭さ
い

斎
行
の
こ
と

　（
そ
の
二
）

　
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
と
共
に
、
国
幣

中
社
の
社
格
は
廃
せ
ら
れ
た
。

　
従
来
官
費
に
よ
っ
て
一
切
を
奉
仕
運
営
さ

れ
て
い
た
官
社
だ
け
に
こ
の
廃
格
に
よ
り
、

氏
子
を
持
た
ぬ
神
社
の
荒
廃
は
甚
だ
し
く
、

備
品
・
什
器
の
他
、
重
要
な
神
器
、
神
宝
ま

で
も
が
散
失
し
た
。

　
こ
の
由
緒
あ
る
神
社
の
衰
頽
極
ま
り
な
い

の
に
恐
懼
し
た
木
津
太
郎
平
氏
（
元
代
議
士
、

元
高
岡
市
長
）
は
、
自
ら
主
管
と
な
り
、
堀

井
長
平
氏
（
実
業
家
）
が
奉
賛
会
長
と
し
て

神
社
復
興
に
献
身
的
努
力
を
捧
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
主
管
に
は
館
哲
二
氏
（
参
議
院

議
員
、
元
内
務
省
神
社
局
長
、
元
内
務
次
官
）、

奉
賛
会
長
に
は
井
上
塩
六
氏
（
元
高
岡
商
工

会
議
所
会
頭
）
が
就
任
さ
れ
る
と
、
御
神
威

は
さ
ら
に
発
揚
さ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
九
月

十
一
・
十
二
日
に
は
、
御
遷
座
八
十
年
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

　
快
晴
の
十
一
日
、「
高
岡
総
祭
」
と
し
て
、

四
十
年
祭
以
来
途
絶
え
て
い
た
神
幸
の
儀
が

古
式
に
則
り
、
高
辻
武
邦
氏
（
富
山
県
知

事
）
を
総
裁
、
堀
健
二
氏
（
高
岡
市
長
）
を

副
総
裁
と
し
て
盛
大
に
厳
修
さ
れ
た
。
ま
た

同
日
、
高
岡
商
工
会
議
所
主
催
の
商
工
祭
が

賑
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
神
幸
の
儀
に
併
せ

て
、
仮
装
行
列
も
市
内
を
練
り
ま
わ
り
、
人

出
は
七
万
人
に
及
ん
で
高
岡
は
奉
祝
ム
ー
ド

一
色
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
一
・

十
二
日
に
御
遷
座
九
十
年
祭
斎
行
。

　
昭
和
五
十
年
四
月
に
は
、
天
武
天
皇
三
年

正
月
、
対
馬
の
国
司
が
初
め
て
銀
を
貢
上
の

時
、こ
れ
は
目
出
度
い
こ
と
だ
と
、悉
く
諸
々

の
神
祇
に
幣
帛
を
奉
ら
れ
た
『
日
本
紀
』
の

史
実
に
拠
っ
て
、「
御
鎮
座
千
三
百
年
・
御

遷
座
百
年
祭
」
を
斎
行
。

　
同
二
十
二
日
の
神
輿
渡
御
で
は
、

発
輿
祭
の
後
、
二
上
山
麓
ま
で
は
約

七
キ
ロ
の
道
の
り
で
、
途
中
、
小
矢

部
川
を
渡
り
旧
神
領
地
に
入
る
と
、

神
輿
は
地
元
の
人
々
も
交
え
て
盛
大

に
担
が
れ
、
二
上
の
射
水
神
社
に
入
っ

た
。

　
翌
二
十
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
の

式
年
大
祭
で
は
、
畏
き
辺
り
よ
り
の

奉
幣
の
儀
も
斎
行
さ
れ
、
神
社
本
庁

か
ら
は
金
子
事
務
副
総
長
が
献
幣
使

と
な
っ
て
、
本
庁
幣
を
奉
献
し
た
。

　
翌
二
十
四
日
に
は
、
生
業
繁
栄
祈

願
祭
並
び
に
交
通
安
全
祈
願
祭
が
斎

行
さ
れ
た
。
ま
た
、
越
中
民
謡
奉
納
、

奉
納
相
撲
大
会
、
吟
詠
・
謡
曲
奉
納

な
ど
、
連
日
盛
大
な
奉
祝
行
事
も
数
々

執
り
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
式
年
大
祭
は
一
時
途
絶

え
る
も
、
平
成
十
七
年
九
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
の
三
日
間
に
亘
り
、「
御
鎮
座

千
三
百
三
十
年
・
御
遷
座
百
三
十
年
祭
」
を

斎
行
。
三
十
年
ぶ
り
と
な
る
神
輿
渡
御
で
は
、

二
上
地
内
の
氏
子
の
方
々
か
ら
も
温
か
く
お

出
迎
え
を
頂
き
、
二
上
射
水
神
社
の
ゲ
ン
ダ

イ
獅
子
の
先
導
に
よ
り
、
賑
々
し
い
元
宮
入

り
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
式
年
大
祭
に
併
せ
て
、
外
拝

殿
の
移
設
と
拝
殿
の
拡
張
、
授
与
所
・
神
饌

所
の
増
改
築
等
が
行
わ
れ
た
。
　
　（
完
）

　

本
年
は
、
終
戦
七
十
周
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
社
の
末
社
、

高
岡
市
護
国
神
社
の
英
霊
を
は
じ
め
、

全
国
の
英
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

　

第
二
十
四
号
と
な
り
ま
す
今
号
も
、

式
年
大
祭
記
念
事
業
の
ご
報
告
等
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
紙
面
と
な
っ
た
為
、
前

号
に
引
き
続
き
四
ペ
ー
ジ
増
の
編
集

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

九
ペ
ー
ジ
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
よ
う
に
、
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー

ニ
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る

『
週
刊 

日
本
の
神
社
』
第
八
十
号
（
八

月
十
一
日
発
行
）
に
当
社
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご

覧
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
式
年
大
祭
が
賑
々
し
く

斎
行
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
参
拝
い

た
だ
き
、
ご
神
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

還幸の途につく一行

『
ふ
る
さ
と

射
水
神
社
』
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越中総鎮守一宮

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

射水神社 検　索

お問合せ 〈社務所〉（0766）22-3104　〈結婚式場〉（0766）22-0808
info@imizujinjya.or.jpEメール

「
式し
き

年ね
ん

」
と
は
、
定
ま
っ
た
年
の
意
で
、「
大た
い

祭さ
い

」
と
は
、
ご
祭
神
と
関
係
の
深
い
、
神
社
に
特
別
の
由
緒
あ
る
大
切
な
お
祭
り
の
こ
と
で
す
。

当
神
社
で
は
、
二

ふ
た
が
み
の
か
み

上
神
の
古
城
へ
の
ご
遷せ
ん

座ざ

を
寿
ぎ
、
十
年
毎
に
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


